

































































ァ．ね ら い 活動のねらいは，子どもたちの健全育成，子どもたちの居場所づくり，豊かな体験
の場づくり，それらを支える地域のコミュニティづくりの 4点として，次のように
設定している。
 •  子どもたちの持っている良さや力を自分で発見し，お互いの良さに気づきなが
ら，他者とのかかわりの大切さを学ぶ場《健全育成》
 •  子どもたち自身が大切な存在であると自分で感じることができる場《居場づく
り》
 •  学校では取り組みにくい体験ができる場及び好きな学習をさらに深める場《体験
の場》
 •  子どもたちの成長を，地域で共に喜び合える豊かなまちづくりの拠点とする《ま
ちづくり》
ィ．対　　象 船橋地域及びその周辺に住む児童生徒（高校生や私学に通う子どもも含む）




ォ．ク ラ ブ 平成 16年（2004）開設時におけるクラブ
 •  演劇くらぶ
 •  まち探検くらぶ
 •  ひまわりくらぶ
 •  伝統くらぶ（茶道，生け花）
 •  音楽くらぶ
 　（ジュニアコーラス，ジュニアオーケストラ）
 •  ものづくりくらぶ（日本刺繍，木工）





































ァ．ね ら い 活動のねらいは，合唱団を創設する契機となった東日本大震災の支援活動と地域の
絆とコミュニティづくりとして，次のようにしている。
 •  世田谷区民の憩いの場である多摩川において，地域の人々が集まり合唱をするこ
とにより，郷土に対する愛情を育み，地域のつながり絆を深める
 •  東日本大震災復興に向けた募金活動を行う
ィ．対　　象 喜多見地区を中心とした地域に住む住民
41PTA人材による地域の絆とコミュニティの形成（岡田）












































































































































2．年齢　① 20代　② 30代　③ 40代　⑤ 50代　⑥ 60代　⑦ 70歳以上








 ① 1年以内　② 2～ 3年　③ 4～ 5年　④ 5～ 6年　⑤ 6年以上
7．子どもぶんか村活動に参加した理由はどれですか。
 ①青少年船橋地区委員会　② PTA活動 ③知人からの勧誘 ④自主的に参加 ⑤その他
8．子どもぶんか村で月に何回ぐらい活動していますか。
 ① 1回以内　② 2～ 3回　③ 4～ 5回　④ 6～ 7回　⑤ 8回以上
9．子どもぶんか村活動を通して変わりましたか。あてはまる番号に○をつけて下さい。












  （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）
10．子どもぶんか村についてご意見やご感想がありましたら，自由にお書き下さい。
ご協力ありがとうございました。 早稲田大学大学院教職研究科　客員教授　岡田芳廣
